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各団体の発表
■摂南大学開学50周年記念事業「摂南アグロボタニカルプロジェクト」

活 動 テー マ 大学オリジナル薬膳メニューの開発

活 動 場 所 大阪府枚方市

連 携 先 尾鷲保健所、伊勢くすり本舗、なつめ薬局、ミールファーム

活 動 主 体 摂南大学開学50周年記念事業「摂南アグロボタニカルプロジェクト」

1．活動概要

地域の企業と共同して、大学オリジナルの薬膳メニューを開発する学生主体のプロジェクト。2025
年度は、摂南大学薬学部附属薬用植物園で収穫したウコンと農学部附属農場で収穫したナガイモを
使ったナガイモ男爵プリンと、薬用植物園で収穫したサンザシを使ったサンザシ姫ゼリーを開発。
2026年度は販路拡大が課題。

2 ．年間計画

2025年 8 月：伊勢志摩合宿を実施し連携先を訪問
2025年 9 月：各地の薬膳を食べ比べて味を分析
2025年10月：自分たちで食材やスパイスを使って数種類のレシピを試作
2025年11月：試作したレシピを第三者に試食してもらいフィードバックを得る
2025年12月：レシピを一つに絞る
2026年 1 月：製造元に試作品を依頼
2026年 3 月：試作品を試食、レシピを微調整
2026年 6 月：摂南ベジ薬膳メニュー販売開始
2026年11月：賞味期限のため活動終了

3 ．活動成果

2025年 8 月に伊勢志摩合宿を実施し、尾鷲保健所で薬剤師から食品衛生や食品表示について、なつ
め薬局で管理栄養士からレシピ開発について、それぞれ研修を受けた。また、おかげ横丁を散策し
ながら地域の特産品について調査を行った。今後は、賞味期限までにすべてを販売する方略を練る。

4 ．地域からの評価

2024年度の活動では、地域の薬剤師との触れ合いはあったが、大学の収穫物を使って、学内限定で
販売したため、地域への貢献は限定的であった。2025年度は、地域の魅力を大阪都市圏で広めるこ
とを意識して、伊勢志摩や尾鷲の特産品を使ったレシピを予定しているため、地域からの評価が期
待できる。

5 ．参考WEB サイト

https://www.setsunan.ac.jp/~p-yakuso/abx_index
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6 ．活動メンバー

農学部 3 年　�24E025　楠　菜奈、24F067　南　結子、24F066　光川　奈穂、� 	
24F046　辻村　実紗、24C057　星野　美咲希　他20名

7．担当教員

摂南大学　薬学部　准教授　伊藤　優

8 ．本活動に関する連絡先　

大 学 名 摂南大学

所属先・職名 薬学部　准教授

氏 名 伊藤　優

連絡先
電 話 072－866－3145

メール yu.ito@pharm.setsunan.ac.jp

9 ．活動の様子
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プロジェクト始動のきっかけ

薬用植物園（薬学部）
・薬用、有用植物が取れる

・多種多様なハーブ＆スパイス

農学部付属農場（農学部）
・大阪府唯一の農学部付属農場

・主要な農作物が収穫できる

薬草園×農場で“摂南オリジナル商品”が作れるのでは！？

摂南ベジ薬膳プロジェクト

～摂南アグロボタニカルPJ～
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薬学部の伊藤准教授がプロジェクトを立案

薬学部×農学部
・農学部生21人で活動
・薬用植物園と農場で協力

大学×教員
・教員発のプロジェクト
・教員と学生が連携

大学×地域
・地域の薬局や保健所の見学
・地域の企業と商品開発

プロジェクトの目的

大学のブランディング
薬草園と農場の魅力を発信
大学の活動を知ってもらう

実践的教育
講義で学んだことを活かす

地域貢献
商品販売を通じて地域に貢献する
地域とのつながりを生み出す
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薬膳とは？
体調

「薬膳 ＝ 食で心身を整える」

季節

体調や季節に合わせた食材で、健康を整える食文化

体質食材

スイーツを作りたい

メッセージ性のあるもの

摂南産の食材を使いたい

農学部と薬学部らしさが欲しい

商品考案会議にて

摂南の食材を使った薬膳スイーツを作ろう！
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地域の食品加工企業を訪問

地域の企業と共同で商品開発

摂南ベジ薬膳の
ゼリーとプリン完成！

奈良、三重県で
薬膳の調査を開始

オリジナル薬膳レシピ考案会議

試食会とアンケート
調査を実施
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ナガイモ男爵プリン

・摂大のナガイモとウコンを使用
・ふわとろ食感とほろ苦い味が特徴
・保存料、香料、着色料なし！

ナガイモは疲労回復、消化不良改善
ウコンは肝機能強化で知られる生薬

サンザシ姫ゼリー

・薬用植物園のサンザシを使用
・甘酸っぱいサンザシの果実感！
・保存料、香料、着色料なし！

サンザシは消化促進と血流改善
美容効果が知られる生薬
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課 題
多くの人に商品を届けるにはどうすればよいか？

販売場所の確保
・学内イベントへの出店
・学内販売の検討

販売方法の検討
・売り場を工夫
・持ち帰りバックの検討

認知度向上
・学内広報誌に掲載
・学外への発信活動

株式会社 ミールファーム
・大阪府和泉市に所在
・食品製造、販売を取り扱う企業

作業に参加した生徒の感想
・初めて使う機械ばかりで貴重な経験が出来た
・ゼリーを固める調整が難しかった
・商品が形になっていく過程を体験できた
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課題解決にむけてメンバーで検討中

さらなる販売拡大を目指す
・「J:COMジモトトピックス」にて

取り組みを紹介
・学内広報誌にて記事の掲載

薬膳ゼリーとプリンの販売の様子
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ご協力いただいた方々

・大願寺
・三重県尾鷲保健所
・なつめ薬局
・伊勢くすり本舗
・株式会社
ミールファーム

・11月1日日曜日 摂友祭

・11月2日月曜日 摂大祭

・11月3日火曜日 摂大祭

・11月14日土曜日 秋の薬草見学会

今後の販売予定日
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ご清聴ありがとうございました！
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各団体の発表
■阪南大学ファッションサークル

活 動 テー マ 大学とショッピングモールをつなぐファッションプロジェクト

活 動 場 所 大阪府松原市

連 携 先
㈱クリエイトリンク（セブンパーク天美）、㈱良品計画（無印良品）、
㈱adaptretailing（coca）、ジーイエット株式会社（Mac–House）、
菅田㈱（ジュエリーKANDA）

活 動 主 体 阪南大学ファッションサークル

1．活動概要

阪南大学とショッピングモール「セブンパーク天美」は近接しており、産学連携協定を締結してい
ます。その連携の一環として、経営学部平山ゼミでは2022年から毎年、セブンパーク天美の専門店
と連携したファッションショー（以下FS）を実施してきました。FSでは、専門店から無償で提供
いただいた衣装を学生が着用し、ファッションモデルとしてランウェイを歩く取組みです。学生は、
各ブランドの特長や今シーズンの訴求ポイントを調査し、独自のコーディネートを通じて、ブラン
ドの世界観や魅力を来場者に伝えてきました。
今年度は、ゼミ活動の枠を超えだれでも参加できる「ファッションサークル」を昨年度参加した学
生が中心となって立ち上げました。今後は、FSを中心に、大学やセブンパーク天美でのマネキン等
を活用したヴィジュアル・プレゼンテーション、ブランド紹介冊子の制作など、学生の自由な発想
で、大学とセブンパーク天美をつなぐ取組みを進めていきます。

2 ．年間計画

4 月：セブンパーク天美の運営会社である㈱クリエイトリンクとの進め方を協議
5 月：セブンパーク天美店長会において、事業説明及び参加専門店を募集
6 月：専門店との打合せ、全体プランの作成
7 月～ 8 月：ファッションショーのトライアル実施
9 月：専門店にブランドについてのヒアリング、衣装等の打合せ
10月：セブンパーク天美でイベント告知を目的としたヴィジュアル・プレゼンテーション展示
11月：�セブンパーク天美でファッションショー開催（11/ 1 、 2 ステージ）� 	

学生がコーディネートしたヴィジュアル・プレゼンテーション展示
12月～ 2 月：阪南大学本キャンパス、セブンパーク天美でファッションショーフライヤーを配布
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3 ．活動成果

2022年から毎年開催しているファッションショーは、セブンパーク天美の運営会社である株式会社
クリエイトリンクの全面的な協力のもと、専門店である無印良品、coca、Mac–House、ジュエリー
KANDAに参加いただき、大学とショッピングモールが連携したファッションショーを継続的に実
施してきた。学内的にも毎回留学生がモデルとして参加しており、昨年は大学院生（中国出身）、学
部学生（ミャンマー出身）がランウェイを颯爽と歩き、卒業生モデルも登場するなど，ファッショ
ンショーの国際化と多様化が進んでおり、ファッションの阪南大学としてのイメージ向上に貢献し
ている。
また、セブンパーク天美との 5 年間にわたる連携を通じて、学生証の提示により43店舗で割引を受
けられる「阪南大学生割引制度」や、地域を巻き込んだ本学大学祭のサテライト会場としても活用
させていただき、大学と大型商業施設の結びつきが、地域と連携する場にもなり、学生の実践的な
学びの機会を創出するとともに、地域活性化にも寄与している。

4 ．地域からの評価

㈱クリエイトリンク担当者様（セブンパーク天美を運営）
当社が運営する施設セブンパーク天美の催事スペースAMAMISTADIUM にてテナント事業者の商
品を用いた学生をモデルとするファッションショーについては、2022年度より昨年度まで計 4 回に
わたり開催いただいております。施設のにぎわい創出や本施設専門店のイメージ向上に大きく貢献
しており、特に、学生が主体的にイベントを運営するスタイルは非常に斬新で、若い感性を活かし
地域に開かれた取組みとして、来場者や地域の皆さまからも高い評価をいただいております。
また、地域の学生が商業施設を舞台に活動し、テナント事業者や来場者と接点を持つことは、地域
における学びと交流の機会を創出するものであり、本施設が地域社会とともに歩む場であることを
示す重要な取組みであると考えております。当社といたしましても、本イベントを産学連携による
地域活性化の代表的な成果の一つとして認識しております。

5 ．参考WEB サイト

2022年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/2022/n5fenj000005fqe1.html
2023年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/cef2l5000008v5vp.html
2024年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/llinfi00000nupmq.html
2025年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/2025/llinfi00000ypomj.html

6 ．活動メンバー

流通学部 4 年　福田　はるな、秋山　那優、橋本　優星
経営学部 3 年　一木　ほのか、石田　桜空、庵地　瞳翼、春藤　美葉
国際学部 2 年　森本　華梨、古久保　麗、吉井　莉緒、川本　歌楽
経営学部 2 年　木村　瑳佑、金城　　晴
経済学部 2 年　寺本　光騎
国際学部 1 年　白神　陽向、村上　隼雄真、三沢　祥平、田丸　雄大
経済学部 1 年　小田　彪冴
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7．担当教員

経営学部　教授　平山　弘

8 ．本活動に関する連絡先　

大 学 名 阪南大学

所属先・職名 研究部　社会連携課

氏 名 太田　光昭

連絡先
電 話 072－335－7674

メール m-ota@hannan-u.ac.jp

9 ．活動の様子

セブンパーク天美でのファッションショー

全体プラン

ファッションショー終了後のフライヤー
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生鮮野菜の機能性食品表示による
ブランディング販売

大学とショッピングモールを大学とショッピングモールを
つなぐファッションプロジェクト
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阪南大学

阪南大学と株式会社セブン＆
アイ・クリエイトリンク
（現㈱クリエイトリンク）
との産学連携協力に関する
協定締結 （2022年1月）

セブンパーク天美との産学連携協定

セブンパーク天美 徒歩約12分

出所：セブンパーク天美HP

セブンパーク天美
約160近くの専門店が集まる大型商業施設
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CONTENTSCONTENTS

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

店舗見学

各ブランドのコンセプトや特長の調査

ウォーキング練習・ポージングの決定

専門店様との衣装打合せとコーディネートの決定

全員での通しでの練習

専門店様衣装預かり（前日）

会場設営と前日練習

process 

地域連携の一環として、経営学部平山ゼミで
は2022年から毎年、セブンパーク天美の専門
店と連携したファッションショーを実施。

活動概要

阪南大学 大型商業施設

専門店

地域住民

学生

ファッションショーでは、専門店から無償で
提供いただいた衣装を学生が着用し、ファッ
ションモデルとしてランウェイを歩く取組み。

ファッションを通じて、
大学と大型商業施設、地域住民を

つなぐ取組み

学生は、各ブランドの特長や今シーズンの
訴求ポイントを調査し、独自のコーディ
ネートを通じて、ブランドの世界観や魅力
を来場者に伝える。

2023

2025

2022

2024
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011.1. 店舗見学

2.2. 各ブランドのコンセプトや特長の調査

3.3. 専門店様との衣装打合せとコーディネートの決定
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ファッションショー　当日資料

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

1 2 3 4

5 6 7 8 9

10 11 12 13

14 15 16 17 18

11月3日（祝・月）９時集合

無印良品前（屋外）
※開店は10時

　　ファッションショー　当日ステージ（案）

エンディング（全員）

各ブランド スタート

①①

②②
③③

3秒ポーズ

3秒ポーズ

3秒ポーズ

上階から

12 34 5

次のモデルとハイタッチ

合流

12 34 5

1

2

3

4

5

合流

上階から

列ごと順番に

各ブランド エンド

14

15

16

17

18

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4. ウォーキング練習・ポージングの決定

5. 全員での通しでの練習

6. 専門店様衣装預かり（前日）

7. 会場設営と前日練習
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20262026年度 新たな取組み

2026年度は、ゼミ活動の枠を超えだれでも
参加できる「ファッションサークル」を
昨年度参加した学生が 中心となって立上げ。

新新入入生生勧勧誘誘

水水曜曜ミミーーテティィンンググ

フファァッッシショョンン美美術術館館見見学学

ファッションショー



144

各専門店のメリットを生み出す集客力
（学生等約五千人）につなげる

今後、学生は社会で役立つ実践の
学びにつなげる

大学と大型商業施設をつなげ、
相乗効果を生み出す

ビビジジュュアアルル・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（VVPP））

ファッションショーの告知と

ブランドコーディネート案プレゼン

→2階南エレベーター前や1階スペース検討

10月 11月 12月

セブンパーク天美

阪南大学本キャンパス

ビビジジュュアアルル・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（VVPP））

ファッションショー報告と

ブランドコーディネートプレゼン

→2階南エレベーター前や1階スペース検討

ビビジジュュアアルル・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（VVPP））

ファッションショー報告と

ブランドコーディネートプレゼン

→→本本キキャャンンパパススににてて展展示示

フファァッッシショョンンシショョーーフフラライイヤヤーー

→各専門店やセブンパーク天美にて配布?

フファァッッシショョンンシショョーーフフラライイヤヤーー

→→大大学学キキャャンンパパススでで配配布布

11月1日（日）

ファッションショー本番

新たにビジュアル・プレゼンテーション（新たにビジュアル・プレゼンテーション（VPVPVP）＋フライヤー

ファッションサークル2026
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

全全体体ココンンセセププトトづづくくりり
計計画画づづくくりり

専専門門店店関関係係

前回店舗挨拶、ス
ケジュール説明？

55//2200
1133：：0000～～
店店長長会会説説明明

VVPPイイベベンントト 事前に専門店に依頼 実施 セブンパーク天美要望

広広報報

フファァッッシショョンンシショョーー
（（当当日日））

11月1日

大大学学ででののVVPPイイベベンントト

協協力力店店ににフフラライイヤヤーー

新新入入生生勧勧誘誘 済済 適適宜宜

ミミーーテティィンンググ
水水曜曜日日（（33限限oorr44限限））

アマフェス会議参加

見見学学会会
（（神神戸戸フファァッッシショョンン美美術術
館館））1133時時～～1155時時

今年のテーマ
コンセプト
ターゲット新規

事務

セ
ブ
ン
パ
ー
ク
天
美

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

① メンバー（ 、 、 ）

時期 5/7～19の間 4店舗店長調整

内容 サークル設立、VP、広報

② 5/8（金）まで人数確定

美術館に予約を入れる予定
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VPステージ、ショーケースデザイン

VP案
10月 11月

3階（TOWER RECORDS mini前） 1111//11ののフファァッッシショョンンシショョーー 11/1 FS本番
COCA＋ジュエリーカンダ 告告知知ががメメイインン

マネキン×4（COCA） ママネネキキンン（（メメンンズズ））
22体体

ママネネキキンン（（レレデディィーースス））
22体体

シショョーーケケーースス
44

ショーケース×２

ショーケース×２ （カンダ） パネル

（カンダ）

2階　（トイザらス前）
無印良品

ママネネキキンン（（メメンンズズ））
22体体 無印良品週間

ママネネキキンン（（レレデディィーースス））
22体体

シショョーーケケーースス
22

　　　　　　　　　平面図

2階　（ブルーエスカレーター前）
6

マックハウス

※ブランド紹介、
学生がコーデメイン

※ブランド紹介、
学生がコーデメイン

※ブランド紹介、
学生がコーデメイン

VP

VP

VP

VP

VP

VP

■展開スケジュール

10月1日(木)～11月19日(木)

■設営日

第1回目：9月30日(水)夕方、

第2回目11月1日（日）夕方（ファッションショー

終了後）

■衣装内容切替日

11月1日（日）夕方（ファッションショー終了

後）

■撤去日

11月19日(木) 夕方

■展開スケジュール

10月1日(木)～11月19日(木) 

（10月の無印良品週間は除く）

■設営日

第1回目：9月30日(水)夕方、

第2回目11月1日（日）夕方（ファッション

ショー終了後）

■衣装内容切替日

10月下旬？→無印良品週間（〇日間）→11

月1日（日）夕方（ファッションショー終了後）

■撤去日

11月19日(木) 夕方

ショーケース

マネキン

マネキン

■展開スケジュール

10月1日(木)～11月19日(木)

■設営日

第1回目：9月30日(水)夕方、

※商品は9月下旬入荷の可能性あり

※既存商品での展開の可能性もあり

第2回目11月1日（日）夕方（ファッションショー

終了後）

■衣装内容切替日

11月1日（日）夕方（ファッションショー終了

後）

■撤去日

9月は同場所でVPを展開中。

秋物商品は暑さの影響により入荷が遅れているため、

9月下旬頃の商品変更を検討。

商品が間に合わない場合等は、既存商品で展開を

継続し、カームステージのみ変更する予定です。

1.0ｍ

1.0ｍ

90ｃｍ

1.0ｍ
電源
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活動成果

学内的にも毎回留学生がモデルとして参加しており、
昨年は大学院生（中国出身）、学部学生（ミャンマー出身）が
ランウェイを颯爽と歩き、卒業生モデルも登場するなど、
ファッションショーの国際化と多様化が進んでおり、
ファッションの阪南大学としてのイメージ向上に貢献。

セブンパーク天美との5年間にわたる連携を通じて、
地域を巻き込んだ本学大学祭（アマフェス）の
サテライト会場としても活用。

学生証の提示により43店舗で割引を受けられる
「阪南大学生割引制度」

大学と大型商業施設の結びつきが、地域と連携する場にもなり、
学生の実践的な学びの機会を創出するとともに、

地域活性化にも寄与している。

出所：セブンパーク天美

2025フライヤー

ブランドのコンセプトや
学生が考案した
コディネートを紹介
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〇阪南大学生限定の割引や特典
〇セブンパーク天美の専門店の最新のアルバイト情報

出所：セブンパーク天美

セブンパーク天美との連携

アアママフフェェススととはは？？
阪南大学学祭緑松祭と同時開催している、学校を飛び

出し地域の方たちと一緒に盛り上げるイベントになって
ます。外では阪南大学生によるこの世で一番楽しい模擬
店や、ワークショップの方々や金魚で有名な大和郡山市
の方たちが金魚掬いも実施してくれます！そして駐車場
には自衛隊車両！消防車！救急車！と一緒に写真が撮れ
たり、バンダイナムコさんによる楽しいアクティビティ
もあります！ステージ前のスペースでは、阪南大生考案
の阪南大学とかかわりのある会社や大阪府内の会社など
をお呼びしたノンアルコール試飲会を開催。

セブンパーク天美との連携
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流通学部4年 福田はるな（アドバイザー）、秋山那優（アドバイザー）、橋本優星

経営学部3年 一木ほのか（代表）、石田桜空（副代表）、庵地瞳翼（主務）、
春藤美葉

国際学部2年 森本華梨、古久保麗、吉井莉緒（マネージャー）、川本歌楽

経営学部2年 木村瑳佑、金城晴

経済学部2年 寺本光騎

国際学部1年 白神陽向、村上隼雄真、三沢祥平、田丸雄大

経済学部1年 小田彪冴

担当教員 平山弘 経営学部教授（学長）

活動メンバー

地域からの評価

ファッションショーについては、2022年度より昨年度まで計4回にわたり開催
いただいております。

施設のにぎわい創出や本施設専門店のイメージ向上に大きく貢献しており、
特に、学生が主体的にイベントを運営するスタイルは非常に斬新で、
若い感性を活かし地域に開かれた取組みとして、来場者や地域の皆さま
からも高い評価をいただいております。

また、地域の学生が商業施設を舞台に
活動し、テナント事業者や来場者と
接点を持つことは、地域における学び
と交流の機会を創出するものであり、
本施設が地域社会とともに歩む場であ
ることを示す重要な取組みであると
考えております。

当社といたしましても、本イベントを
産学連携による地域活性化の代表的な
成果の一つとして認識しております。

㈱クリエイトリンク（セブンパーク天美を運営）

出所：㈱クリエイトリンク
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特定非営利活動法人　大学コンソーシアム大阪
大阪市北区梅田 1-2-2-400 大阪駅前第 2ビル 4階
T E L ：06-6344-9560　
MAIL：chiiki-renkei★conso-osaka.jp （事務局　地域連携担当）
 ★を＠に変えてください。

U R L：https://www.consortium-osaka.gr.jp/

地域連携
学生フォーラム
in Osaka2026




